
Title ウエツブ著 労働組合主義の歴史
Sub Title
Author 堀江, 帰一

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1920

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.14, No.6 (1920. 6) ,p.860(122)- 863(125) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 新刊紹介
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19200600-

0122

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


筇

十

四

怨(

八
六0

)

新
刊
紹
介 

'  

、第

六

號

1U
11

て

r

i

!

l

l

l

i
)
 

■ 

■ 

「

產
業
の
經
營̂

對
す
る
勞
働
姐
合
主
義0
關
係
1
5
題 

• 
r

.

新

?

I

紹

:

令

「

'

ハ

•■
:
:
す

る
一
文
を
追
加
し
、
斯
く
て
紙
版
の
頁
數
五
百
五
十

-
-

-

-
八
更
に
對
し
で
新
版
の
眞
數
含
七
百
八
十
四
頁
の
多
き 

ノ

ゥ
f

ブ
i
f

勞

働

組

合

主

義

の.
歷

峯
..

' 

ね

土

ら

：
し

め

.
た

うo

;

.

”

T
h

e

 

H
i
s
t
o
r
y

 

o
f
.
T
r
a
d
e
.
U
n
i
o
n
i
s
m

 

: 

B
y

丨s,

 

a
n
d

 

R

 

|

ク

H

ツ

ブ

氏

の

著

書

が

從

漱

勞

働

組

合

の

研

究

者

に
 

W
e

b
b

、
(
R
e
v
i
s
e
d

 

E
d
i
t
i
o
n

 

e
x
t
e
n
d
e
d

 

t
o
,

 

1
9
2
0
.

)

對

し

て

貴

重

の

資

料

た

う

し

ば

、

余

の

•絮

說

を

要

せ

ざ
 

L
o
n
d
o
n
:

 

L
o
n
g
m
a
n
s
,

 

u
r
e
e
n

 

.
a

n
d

o
a

 

p
p

 

X
V

I
I

I
.

る

所

な

う

。

.唯

最

近

三

十

年

間

英

國

の

勞

働

組

合

に

就
 

:
:7
3
4
.
,九

善

賣

價

十

圆

五

+ ;
錢

'
ミ

^̂ 

*

て

は

、

其

組

織

運

動

.法

若

し

く

は

立

法

^

對

す

る

.關

係
 

—

ク

H
:

ツ

ブ

氏

夫

窭

の

令

著

に

係

る

ン

「
勞

働

組

合

主

義

ペ

|

.等

諸

般

の

事

項

に

瓦

り

て

、

漸

に

論

黻

を

要

す

る

も

0
 

の

歷

史

」

，
は

從

來

本

文

八

章

の

外

に

若

干

の

附

錄

S

新

少

な

し

^

.せ

ざ

^

^

。

立

法

.の

方

面

の

み

に

就

て

見

る
 

.
馨

時

-0
序

文

^

.ょ

り

.成

々

: "
姬

年

絕

人

て

改

版

增

補

一

も

、

千

九

百

六

年

の

產

業

藥

議

法

：、

千

九

百

八

年

の

最

；
 

;:
:

Q

翁

ぁ

.る

こ

S

を

聞

、
か

ざ 

>

し

が

.、
"
今

囘

兩

氏

ば

新

に

低

賃

銀

公

定

局

法

、

千

九

百

八

年

の

炭

坑

八

時

間

勞

働
 

：

千

九

百

ニ

十

年

改

S T
版

を

列

.

^J

本

文

に

第

九

章

三

十

I
法

、

t

九

百

十

〕

年

の

國

民

保

險

法

、

千

九

百

十

三

年
 

年

間

の

進

步

(

一

八

九

0

丨

1

九

-1
0

思

第

十

章

國

家

：

の

，勞

働

組

合

法

.、

千

九

西

十

七

年

办

，
穀

物

生

：產

法

、

千
 

k

於

げ

る

勞

働

組

合

主

_

の

地

位

；(
1
.

八

九

〇

丨

1

.
九

九

百

十

八

年

の

最

低

賃

銀

公

定

局

擴

張

法

の

如

き

、
何 

1
1

〇
年

)

.第

十

一

章

政

治

上

:0
;

紐

織

(

一

九

〇

〇

丨

一

九

A

も

勞

働

鈕

合

：の

運

動

に

大

な

る

影

響

を

及

•ぼ

さ

V

れ
 

1
1
0
年

)

，i

題

す

る

三

章

を

增

補

し

附

錄

の

最

終

に

も

«

已

爻

ざ

る

の

み

な

ら

ず

1

組

合

：の

組

織

に

.就

て

も

、

從
來
の
如
き「

ス
エ
，テ
レ
ー
シ.
ヨ.
シ」

€

「

ァ
マ
ル
ガ
メ 

1

シ
ヨV

」

ビ

の
孰
れ
を
可
な6
ど
す
る
や
ドr
云
ふ
範 

圍
の
局
限
せ
ら
れ
た
る
_

題
R
业
ま
ら
す
、
此
以
上
に 

:
勞
働
組
合
を
し
て
一
國
の
政
治
制
度
に
、JR
F
た
又
經
濟 

M
織
に
如
何
な
る
她
位
を
保
た
し
む
可
き
や
の
間
題
を 

，生
ず
る
に
亜
れb
o.

ク
土
ッ
：ブ
氏
が
本
番
の
新
版
に
於 

て
、！.
;
或
は
：

「

資
本
的
利
潤
獲
得
者
の
排
除
に
關
す
る
悪 

求」

を
論
じ
、
或
は
政
治
刺
度

V
J,

勞
働
組
合
と.
の
關
添
を
，
 

說
き
或
は
勞
働
激
の
產
業
管
理
權
に
及
一
び
た
る
I
要
す 

る
に
如
上
の
時
勢
に_

へ
ん
ビ
し
た
る
も
の-̂
m .
る
可 

し
。
其「

•
フ
ロ
フ
冲
チ
ヤI
ッW

j

に
對
ず
る
政
策
を 

論
ず
る
1:
ー
節
”
日
く 

ニ,
ン
:
:
;

;

:
諸

穂

0

產

業

並

に

勸

勞

ゼ

國

有

又

.は

公

有

に

移

し

若
 

:'
■:
し

ぐ

は

消

毁

者

共

同

組

合

を

し

て

，
彼

等

^ :
併

合

せ

し

' 

リ

む

，る

の

要

求

は

戰

爭

中

並

に

休

戰

後

グ

V

.
フ

：ヰ

チ

，
ャ 

I

リ

ン

ダ

を

防

遏

す

る

目

‘的

を

以

て

行

は

：れ

た

る

諸
 

秫

の

方

#

の

失

敗

し

た

る

結

果

と

し

て

、
.1

段

の

强

. 

.

.
第

十

四

卷

(

八

六

-

y
 :

新

刊

紹

介

.

き
を
致
す
に
至
れ6
 
0
資
本
家
的
聯
合
並
に
代
價
協 

定
の
急
速
*

る
發
達
、.
代
價
暴
騰
を
防
止
せ
ん
ビ
す 

る
嚴
酷
な
る.
政
府
の
監
督
の
不
成
功
、
法
定
最
高
價 

格
を
以

て

す
る
.，

P
、

設

備

不
良
、能
率
焱
等
な
る
事
業 

の
生
，產
費
を
標
離S
す

る

に

.過

ぎ

ざ

る
 

'の

事
實
\
企
 

•

業
訐
書
全
體
を
通
じ
て
行
は
れ
た
名
暴
利
の
獲
得
、-
 

:

■.消

費

者の

孤

立

無

援

等

は

.
自

ら

賃

鈒

收
#:
%
.
、

定

額
 

!

. \
の

所

得

に

衣

食

ず

る

奢

並

：に

或

る

槐

の

银

業

家

を

し
 

'
て
私
有
制
度
に
代
つ
て
？
漸
次
公
有
制
度
を
實
施
す 

_
 

る
：の
外
に
何
等
の
道
な
き̂
ゼ
を
感
せ
し
め'
た
6
0 

,

此
點
に
於
け
6.
輿
論
の
，進
步
は
自
然
公
有
制
度
に
對 

す

る

'賛
成
論
を
誘
導じ
>;
又

勞
働
駔
合
會

議

並

に

勞 

:

働
黨
大
會
R,

於V

主
張
ぜ
ら
れ
冷
る
が
如
く
與
溥
業 

'
の
經
營
，並̂

監
督
に
勞
働
渚
を
參
加
せ
し
む
る
に
至
. 

ら
ざ
れ
ば
已
ま̂

る

可

し

で
a 

:

右
の
一
節
は
ク
エ
ッ
ズ
氏
が
⑽
ま
の
砠
會
組
織
に
^
て 

如
何
な
る
意
見
を
懷
抱
す..る
や

を
知
る
0 .
.道
た
る
可

锻

六

號

】

ニ
3



:

,

飨

i t
四

#
 

C

AS ;
1
.
1
:

新

诹

挪

介

：

し
や
此
他「

f

ゾ
デ
ヰ
ガy

ズ
ム」「

ィ
ン
ダ
ス
卜

リ
ア• 

:
v
、
ユ
-
'.
ォ
‘

^
ム」

11.
.
楼
行
動
ギ
ル
ド
社
會
虫
_
ん 

英i

勞
働
組
合
®

動
ど
の.
'■

係
の
：■

き
、
最
V

明
瞭
に 

論
述
せ
ぢ
れ
> 
數
慽
な
¥

■*
の
と
認
め
$
を
を
得
^
0* 

.
斯
<:
で
新
装
せ
ら
れ
/a
を

「

英
國
勞
儆
紕
合
主
義」

：が 

g
al
:
ば.
一.
卷
の
下
K

、
英
國
勞
働
組
合
の
歷
史v

j

現
狀 

と
を
明
に
し
、
他
の
追
隨
を
，許
さ
ぃ
る
0:
地
使
：に
立
つ 

も
の
わ
す
可
し
。
ゥ
ヱ
ッ
ブ
氏
の
著
書
全
ft
®-
を
®
じ.
て. 

鼢
に
威
f
る
所
ば
其
思
想
の
淸,

の_

に
充
：て
5,
こ.
 ̂

_

な
り
。
現
に
本
書
の
前版

：：

に
於.
てr .
勞
働
_
合
き 

以
て
、「

赝
俯
の
條
件
を
織
^

^
又
£§
ば
&

す
る
0'.
0<
吵 

を
軏
ず
る
賃
銀
收
得
者
の.
繼
續
：£
結
社
な
り」

,̂
定
義
：
 

し
/2
る

を

新

版

，ロ

於

て

.
は
雁
傭
0,
條
他
な
る
文
字
を
軋 

險
も
で
彼
等
の
勞
働
上
:0
'

生_

ぬ
分
文
字
を
採
用
し
穴.
* 

レ
。
而
如
て
斯
ぐ
改
疋
し
农
る
麵
由
は
歷
傭
の
條
仲
な
：
 

5'
交
字
を
川
ゆ
を
と
き
は
、
勞
働
組
合
ば
資
本
_
度
叉 

略
實
銀
制
度
0

永
久
®

f

承
亂
す
る
の.

*

女
，
.

第
六
‘
.

ニ
5, 

'
然
も_

を
麼
测
ば
敢
龙
事_

(;
#:
ダ
1>_

修_

饭_
,
 

.

法
世
紀
に
於
ホ
る
幾
多
0.
:_

»]
:

に

臨

み

社#:
的

又

咏

經
 

濟
_̂

傲
に
於_

を
取
命
的
跟
新
を
皴
吹
し
た
る
1
實 

に
稆
す
る
也
の

T
 
?
し
た
W

。
然
ら
ば
前
版
に
於
.̂

.
は
、
现
茌
の
經
觀
組
織
？
肅
和
ず
る0 ..
絕

> 

企 

書
^
#■
せ
ざ
h
し
勢
働
組
合
も
新
版
に
於
て
.
は

、
，
，
經

聲
 

:

組
織
革
新
の
新
使
命
を
懷
抱
す
る
も
の
.V

J

し
t

‘
取_

 

は
れ
た
る
を
見&
可
ぐ
、
.
_

の
如
^

は
勞
働
紙
合
0 .
目 

_

的
^
變
化
参.
生
じ
た
る
今
：

n

 
•
於
で
，、
必
然
办
修
诳
ば 

る
4
典
に
、
ク■  r

ッ
え
^ -
於
_
.§
.

變

動

を

歡

ず

る

に

 ヽ

如

何

峻

胤

俊
^ :
し

て.
、
，
些©-_

曝
^ '
る

ん

の:€
き

や

を
 

示
す
の.
鹜
料-

す
可
く
"
吡
點
把
於
で#.

人
ぬ
^

工
.
ッ 

ブ
氏
の
頭
))
|.
:#

融
派
性
^
|
|む

ご
ビ
^
認
1
ん
と
す
5
 

此
他
第+

章
0 ;
抵
#「

.
^

忮̂
於
け
芩
璀
命」

^
® :
^

^
 

'項
以
徵.

如
§ ;.
將
^
又
¥

 

1章
0
如
き
、
勞
歌
駔
會 

運
動
史
と
豪
は/1
>;.
ょ
り
も
、
.

寧
”ろ

It
#

改
'造
^
伴
ぅ
新 

思
想
%

取
.̂

れ
ん
§
稱
す
§ ;.
€
以.
て
» .
& .,
!)
'
:ざ
*
^
莩

述^ S^^g^SaaSS^asS53；3gggB5SE3?a!gg}Caasgj^3^tjaaEe&egPaga3BaBagSEgsaaaa3mttgaawaKMrBrj^^=

參
o 
.改
造
問
題
の
喧
し
き
今
：

n

ダ
エ.
ッ‘
フ
：氏
の
力
作
能 

く
此
新
列
を
公
に
し
た.
る
は
、
時
機.̂
適
し
た
&
と
す 

可
て
。
余
は
本
書
を
讀
者■に
：推
®
す
：る
の
外
他
に
言
ぅ. 

可
き
所
を
知
ら
ざ
る
な
り,0.

(

堀
江
歸1

)

，

S
u
m

m
i 

T
h
e
o
lo
g
ic
a

 

の
英
等

歐._

中
世
思
想.
の
大_

|
^

^
るTh

o
m

as  A
q

u
f  

が
大
著.Su

m
m

a  T
h

e
o

lo
g

ica
o

哲
學
史
出
の
位
置
に 

就
^

-'
^
今
ぎ.
，に
^
:̂
す
，る
，事
を.
須
ゐ
ず
。‘而..し

，
て
..此

の 

_

.*
®

''
M
濟
學
說
史
猶
價
値
に
就
て
は
旣
に
.邦
文
に
て
は
i 

'1
5
-|
1|
博
士
:6
0,
策

篇「

ト
マ
：ド
ダ̂

/

の.
經
濟
學m
J

歜 

■
文
^
て
腐
ぐ
躺
邦^
听

は

る

、.

^
の
に
は
>
&
1
3, 

w
;8
g
 
晷

；

H
isto

ry

 an
d

 T
h
e
o

ry  
w
m
k
^
f
o

.轮
に 

::

は
拉
典
語.
を
能
く
せ
さ
る
％:0
く
爲
め
、
北
大
著
の
_英 

,
譯
々
干
打.
せ
^
れ
つ
、
'-
«
>
る
0

一
 

事
を
記
す
を
以
て
足. 

れ
り
ど
f
v

し
？
英n

題

し

て

..

、
:H
tr
。.

1̂1日
3
2
>
H
h
A
O
IO
g
ica.̂

o
f 

S
t. 

*ln1r>3
a
:

'v) 

i

屮
泗
靡
' .
r

八
次g.
v 
卜
：爾
 
f
 
>

'.

.,
•

-.A
q
u
in
as' 

Litel̂
ally

, .

■.ffan
slated

' 
:.b

.̂Fath
ers, 

th
e 

En
g
Hs
h
ld
o
m
i

R.
p
 
ぼ

,0
&

0介
,̂

&
1;. W

忽h
r

■cro
u
m
e
'L
td
. • 

j
t
o
m
o
n
i
p
''

^
.棄
^

、
全
部
十.
七
卷
を
#

rc
'
成
る

o

W

W
®

を
^
せ 

ッ
ば*
-
の

如

レ

々

.

.

、
.;•
>:.'..、
：'.
'

-■
-
',
’

;■
;
.
.
■:

し

.

•」

第
ー
献「

-

-
,

--

' ,.

:
 

, •

パ
.. 
. 

.

第
1.
#£ 
軸
及
^
神
'q

.M
fJ
i- 
'-

\.
*'
'.
:- 

.
*
第
- :
卷
.
三
位' '

體
|

”創
激
|

天.
使
|

六
0
1の
集

.

*
第

三

卷

，'
人
.間

-
-

-
神

政

.'

(
d
i
v
i
n
e
,
g
o
v
e
m
m
e
n
t
'
y
'

 

•

'..vM
'Ĥ
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